
備陽史探訪の会

第 24回 親と子の吉墳めぐリ

～縁まぶしい神辺置を歩く～

平成 18年 5月 5日

,日訪ねる場所

法菫寺古墳 → 僣螢目分寺障 ⇒ 目分寺裏山古壇群 → 義山古墳群
→ 迫山吉壇群 (第 1号・彗 3号・第 3■) ⇒ 小山池薔寺
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「親と子の古煩め(り 』参加の皆さんヘ

わたしたち『備購史探訪の金』はs福山周辺の歴史を学ぶことを通して。こ
の地域の文化を再発見することを目指しています。

そのための活動の―つとして。毎年 5月 5日のこともの日に r親と子の古壇
めぐりJと いうイベントを開催しています。
°
このイベントは.文字どおり親と子が―鰭に地城を歩きながら。身の回りの
文化財を知り。それらに興麟を持つことによって。地域の歴史や文化を宇ぶキ

ッカタになれば。という思いて続けています。

とうか。新線のまぶしいこの一日.参加者の皆さんにとつて。心地よい汗と
ともに子どもたちとのふれあいが輝まりますよう。■っています。

備鵬史探訪の象

【古墳κ りの自の注意】

(1)交通ルールを守って歩きましょう
(2)班長さんの言うことをよく聞いて行Dしましょう
(3)ゴミは持って帰るか。ゴミ箱に捨てましょう
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8時 30分

9時 7分

9時 28分

9時 30分

lσ時 00分

10時 15分

10時 45分

11時 00分

11時 45分

12時 30分

13時 30分

13晴「45分

14時 15分

14時45分

15時 00分

き ょ う の 予 定

福山駅前集合

井原鉄道 (福塩線経由)乗車

井原鉄道 御領駅到着

開会式 (朝のあいさつ・諸注意など)

さあ、出発です |

法童寺古墳見学・説明

備後国分寺跡 見学・説明

国分寺裏山古墳群 見学・説明

表山古墳群 見学・説明

備後国分寺跡で昼休憩

昼食 0クイズ大会あり !

午後の出発です !

迫山第 9号古墳 見学・説明

迫山第 1号古墳 見学・説明

迫山第 3号古墳 見学・説明

小山池廃寺 見学・説明
´

お別れのあいさつ

(湯野駅)福山ゆき 1442 1526 1600※井原鉄道
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で き ご と

の冒奮ヒミコ葛:

弔箇に鵡 を選る

この漬から、欄 筒墳
がつくられはじめる

軍盲策でも、笑堕の計芳
ど首錠がつくられる ヽ

近嵯を峰iドに置実な箭男
覆首撃がさかんにつくら
れる

様哭釜著重が、奎面にぽがる

群葉営がつくられる

奎薇美芋が爾 となる

ズ|どお装箸

笑きな古墳はほとんど
つくられなくなる
客亀でギ挽がっ〈られる

要1に節 (■湾城景
う
)ヵく

つくられる

赫方後円墳

予層三軍il
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古燿

"促
とは…

上を轟り上げてつくった、王や豪族の墓のことを留職といいます。

古墳は、その表面 には石がしきつめられ、 援上
う
や周りには届酪が並べられ

ていました。

また、その占轟には言を縞める岩振がぁり、Tには遺体のほかに、鏡や難、

⌒    武器や武具などが稲められていました。

3甚轟の覆撃から4甚為には、講寄義曽麟とょなれる実鯵のご妾が実Ъ

(奈良県)地域につくられました。

このことから、この地域に議決
｀
な権力 をもつ王が馨在してぃたと考 えられ

ています。そして、この王たちがつくつた政権を要為識路しぃぃます。

5甚鳥の覆撃には、現詢離跡ち、ら出策剛勢までの番Υのくにの鷺鬱鳴どは、

大和政権に従 うようになつたと考 えられています。

⌒    実鴇妻継の支配者を、年奮では倭王、国内では実菫とょんでいま九

ズ鴇護維は、この実菫をTrに、実為と鴇りの磁議な議議で羅茂されてい

ました。秦農は、先祖を共通 にする氏という集団 をつくり、代々奥まった仕事

つか

で仕えていました。

こうした3甚為覆撃から6甚為の導料を署職灘秘とょんでいます。

(メ )



●古墳のかたち
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●勧罪離の霧り圭わり
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燿うどうじこふん

①法
=寺
古壇

古墳時代後期(6甚轟)に懸雰蒟に増える樹 が、押窪軍鼻の1を櫛の言霧

に襲蓼く舞ってぃま丸

この古墳は、それら辮 のひとつ、ご讐羊書婚毎のT齢げなもので、若菫

のみが残つています。その石室の現在の長さは約6メ ートル、幅1.7メ ー トル、

高さ 1.5メ ー トルです。

石室の種類は、橋興野署墨とょばれるもので、大きな石を2段に積み、石の

ひょうめん    めん  たい    ととの          けず    あと  み
表面 には面を平らに整 えるために削つた跡が見られます。

し,つどひん                       こふん  かたち  せきしつ        かた
出土品はわかっていませんが、古墳の形 や石室のつくり方などから、この

古墳のつくられた時期は6世紀後半以豫と写 えられます。

知つで得す

むそでしき

無袖式

*横穴式石室を上から見た図です

《リン)



②備後回分寺跡

翻 祇に整旨につくられた箇ぷ等の竿で、幣穫首艦程の選菖繁策翫)の
ものです。

等跡は、当置)角の曼締である筒麗川策櫛の苗穂にあり、その1[櫛が現在の

貴警崇首芥等農寓になっています。.

賃鷺買験普萎i窟爵県験普萎賞答により実掘論讐がぉこなわれて、広島県教育萎貰答により発掘調査がおこなわれて、建物の跡や寺跡の範囲が

わかつています。それによると、東西需野[鵜 180メ ー トルの範囲が寺跡で、東側

に播、皆筒に(叡後を縞める)諮聾、1[櫛に議豊がみつかっています。

出土した
力
讐 の特長 などから、この等は 8世紀の中ごろから戦国時代まで続

いたことが推測されています。

0        ~~1
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③重騨翼苗甜毎

国分寺の糞轡にある絡 で、苗遣の
'議
雌に不きな緩笑式署菫の書秦や、

籍艶岩僣とょばれる績Fの石を組合せてうくった簡単な古墳をいくっか見る
ことができます。

みなさんは、いく,つ見つけることができますか?

群集境 とは?…

その名のとおり、小さな吉墳

が狭い範囲にたくさん集まって

作られている状態をいい、古墳

時代の 6世紀代に整菌で見られる償間です。
|

この群集墳は一

①山の縛苦や容などを莉箱して、②壁に強荏
｀

10メ ートルくらいの小型の円境が、③数十年
の期間に数基から数10基が寡軍謁

き
に藁かれ

ていて、④職穴式石室をもつものが多く、

⑤いずれも副葬品はわずか、なのが特徴です。

群集墳が築かれたということは、それまで

製棄I当″[tt彗[装霜輩
うになってきたということを示しています。

備陽史探訪の会編『古墳探訪』より要約

(9)



おもてやまこ― ん

④表山古墳群

こくぶんじうらやまこふんぐん         ■■―      ちょうしょう  こふん     きなら
国分寺裏山古墳群をさらに進むと、 頂上 に古墳が 3基並んでいます。これ

が表山古墳群です。

その竿の発 2事害秦は斃嘉調聾がぉこなわれていて、その結果、鰹
｀
が 10.5

メートル～8.1メ ー トルのゆがんだ円颯で、内部の埋葬施設は籍露署僣でぁるこ

かくにん

とが確認されました。

この箱式石棺は、横側も蓋も石は 3枚づつ使つていて、石と石の隙間だけでな

く石棺すべてを粘土でおおっていました。さらに、石棺の中からは 40才過ぎの

要在と15茅くらいの男性の書が壼鶏と=緒に見つかつてぃます。

この古墳は、 5世紀の中ごろから後半につくられたと考 えられています。

●                             20"

(/0)



⑤雌

痛覆旨雰等のi[茜に髪がる電緩
う
の館 をTrに、道苗嘗窄繰とょぶ

11基もの古墳が確認されています。          ′

琴箇は、その竿でも7島曝澪な3量を盪芥
｀
します。

○第1号古墳

この古墳は、直径 21.5メ ートル、高さ5メ ートルの円墳で、埋葬施設は片柏露

の横穴式石室です。

石室の大きさは、入り回部分 (競通)の長さが 5.2メ マ トル、幅 2メ ー トル、

首さ2メ ートル。部屋の部分 (玄室)の貿さが 6,4メ ートル、稽2.5メ ー トル、

高さ2.8メ ー トルもあり、広島県の中でも最大級 です。

1ピの鶴島壷曜灘響萎撃
｀
による墜嘉罰器の藉集、高轟から笥F.涙襲の場:・

爵真・壁績・軍鶴りや夕象の」襲 (」爾襲・グ憲窯)が
=王
しました。これら

の中でも、単鳳環頭太刀とよばれる大型の刀 には精巧な細工がされていて、こ

こふん  ほうむ      ひと       こふんぐん           てき  そんざい
の古墳に葬 られた人がこの古墳群のリーダー的な存在であるだけでなく、

神辺平野の東部地域を支配した有力な豪臓であつたことが考 えられます。

こふん              じさ       せいきこうはん     お           み
この古墳のつくられた時期は、 6世紀後半から終わりごろと見られます。

(ノノ)



○第 3号古墳

直径 15メ ートル、高さ2.1メ ー トルの円墳で、埋葬施設は全長 6.8メ ートル、

匿1.2メートルの経策委若望です。

この石室は、西に向いて開いています。

だい  ごうこふん
○第 9号古墳

直径19メートル、高さ2.6メ ートルの円墳で、埋葬植設は全長 11メートル、

現在の笛さ1.6メートルの帳策賃著望です。

比較的大きな石室で、西に向いて開いています。

0
i  l
l  :
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迫山第 1号吉墳から見つかつた

おもなもの

か ん と うた ち

環頭太刀
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こや崚いけはいじ

⑥ 小山池魔寺

神辺平野のi[猫諮ろく、ポ私池のi[櫛に見つかった等誅です。このだの辞まに

は古代の主要道路である「山隔道」が走っていたと考えられています。

発編罰番の藉菓、買から整墨 (?)、 霧、需墾(?)がほぼ
。
=鍵霧誌に霊ぶと

いう特徴 をもつ寺跡であることがわかりました。その範囲は東西約100メ ー ト

ルと推測されています。

出土した1甘には、 7甚藉覆準のものから奈良時代・

した。この寺跡の東方には国分寺跡があることから、

もいいます)に建てられたお寺が、奈良時代になって

のではないか、と考 えられています。

」淵轟霧智
『
1.gJ｀瞥 亀≦締

跡

平安時代のものがありま

7甚蠣誦髪l鉾 (機 と
「歯雰箔与」に穫われた

。      ■    mm

―

小山池廃
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備鵬史採詰の強

資料作威 :備鵬史探訪の金 古壇部書


